【申請書様式例】
	放射性物質汚染対処特措法施行規則第　　条　号の確認に係る申請書
　　年　　月　　日

　　　　〇〇環境局長　　　殿
申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　
　平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により放出された放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法施行規則第　　条第　号の確認を受けたいので、関係書類を添えて申請します。
１．環境大臣の確認を受ける施設の種類
　　
２．施設に係る事業場の名称、所在地及び連絡先
　　
３．直近の放射能濃度の測定結果は次のとおり。

（１）廃棄物

測定した

廃棄物の種類
廃棄物が
生じた時期
試料採取

年月日
放射能濃度（Bq/kg）
添付資料No.
Cs-134

Cs-137

Cs合計
（２）排ガス
試料採取年月日

添付資料No.
試料名

放射性核種

分析結果

濃度限度に対する割合

検出下限値

ろ紙部

Cs-134
Bq/m3
Bq/m3
Cs-137
Bq/m3
Bq/m3
Cs合計
Bq/m3
－　

ドレン部

Cs-134
Bq/m3
Bq/m3
Cs-137
Bq/m3
Bq/m3
Cs合計
Bq/m3
－　

ろ紙部とドレン部の合計

Cs-134
/20 Bq/m3
－　

Cs-137
/30 Bq/m3
－　

Cs合計
Bq/m3
－　

試料採取年月日

添付資料No.
試料名

放射性核種

分析結果

濃度限度に対する割合

検出下限値

ろ紙部

Cs-134
Bq/m3
Bq/m3
Cs-137
Bq/m3
Bq/m3
Cs合計
Bq/m3
－　

ドレン部

Cs-134
Bq/m3
Bq/m3
Cs-137
Bq/m3
Bq/m3
Cs合計
Bq/m3
－　

ろ紙部とドレン部の合計

Cs-134
/20 Bq/m3
－　

Cs-137
/30 Bq/m3
－　

Cs合計
Bq/m3
－　

試料採取年月日

添付資料No.
試料名

放射性核種

分析結果

濃度限度に対する割合

検出下限値

ろ紙部

Cs-134
Bq/m3
Bq/m3
Cs-137
Bq/m3
Bq/m3
Cs合計
Bq/m3
－　

ドレン部

Cs-134
Bq/m3
Bq/m3
Cs-137
Bq/m3
Bq/m3
Cs合計
Bq/m3
－　

ろ紙部とドレン部の合計

Cs-134
/20 Bq/m3
－　

Cs-137
/30 Bq/m3
－　

Cs合計
Bq/m3
－　

（３）排水
試料採取年月日

添付資料No.
放射性核種

分析結果

濃度限度に対する割合

検出下限値

Cs-134
/60 Bq/L
Bq/L

Cs-137
/90 Bq/L
Bq/L

Cs合計
    Bq/L
－　

試料採取年月日

添付資料No.
放射性核種

分析結果

濃度限度に対する割合

検出下限値

Cs-134
/60 Bq/L
Bq/L

Cs-137
/90 Bq/L
Bq/L

Cs合計
    Bq/L
－　

試料採取年月日

添付資料No.
放射性核種

分析結果

濃度限度に対する割合

検出下限値

Cs-134
/60 Bq/L
Bq/L

Cs-137
/90 Bq/L
Bq/L

Cs合計
    Bq/L
－　

備考1：分析結果が検出下限値未満であった場合は、「不検出」と表示する。

備考2：（２）及び（３）に示す排ガス及び排水の測定結果においては、濃度限度に対する割合及びセシウムの合計の計算において、分析結果が検出下限値未満であった場合は、検出下限値を用いて計算する。



備考

　　申請書には、調査結果を証する書類を添付すること。
